Ⅱ．仮設計画
　Ⅱ－１　仮設建物及び責任者

　 1〕現場事務所及び現場代理人連絡所

　　　場所　　　工事場所隣接地　　　　＜別図－１＞参照

　　　℡

　　　火気取扱責任者

　 2〕作業員休憩所及び資機材庫

　　　場所　　　現場事務所隣接地　　　＜別図－１＞参照

　　　℡

　　　火気取扱責任者

　 3〕管理
　　　上記現場事務所及び休憩所等の保安については運動場側を仮囲いで仕切り、工事関係

　　　者以外(生徒等)の出入りが出来ないように管理すると共に、建物内部及び周辺の整理

　　　整頓に留意し、工事施工が円滑に進行するよう努めます。

　Ⅱ－２　仮設建物配置図　別図－１
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　Ⅱ－３　仮設電力、電話、給水の引込計画

　 1〕仮設電力設備
鉄筋、左官工事等の必要動力電源(200Ｖ)は自家発電設備(発電機)




で行い、低圧電源(100Ｖ)は仮設配線設備とします。


分岐部には積算計及び漏電遮断器を設け既存への波及事故の無いようにします。

＜別図－２＞参照

　 2〕仮設電話設備
当作業所、現場事務所に設置し、担当課及び協力業者との連絡、又、



緊急の場合の連絡方法として使用します。

＜別図－２＞参照

　 3〕仮設給水設備
現場事務所及び現場内に設置し、事務所用、工事用に使用します。

＜別図－２＞参照

　 4〕使用料金等
校内既存設備より、配管施工については、使用前に接続箇所に所定の計量器(メーター)を取付け、所定の日時に計量を行い、それにより料金を支払います。



尚、最初の計量メーター目盛と工事完了後撤去する前は発注者側立会のもと写真に記録を残すと共に、｢工事用仮設電力、水道、ガス使用量報告書｣にて報告します。

　Ⅱ－３　仮設電力、電話、給水引込計画図　別図－２
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　Ⅱ－４　作業所及び作業所出入口の管理計画

　 1〕作業所の管理
作業所は仮囲い(Ｈ＝1.8ｍ)で校内用地と遮断し、工事関係者以外の



第三者の立ち入りを禁止します。




校内より作業場までの進入路は上記仮囲いで指定します。




コンクリート打設時等多数の工事用車両の進入時は誘導員を配備し、



校内での交通事故をはじめ、あらゆる事故、災害を防ぐように努めます。

　 2〕作業所出入口
出入口は１箇所にし、必要な時以外は運動場への立入りを禁止します。
＜別図－３＞参照




進入車両の多いときは、誘導員を配置し一般通行車両の妨げとならない




よう注意します。特に出入口と隣接して〇〇〇が有るので〇〇、自転車




等に十分注意し、作業車の最徐行の徹底を図ります。

　Ⅱ－４　作業所及び作業所出入口の管理計画　別図－３
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　Ⅱ－５　火災予防
作業所内は多数の関係者が出入し、夜間無人となるため、防火対策には最大の注意を払う必要があります。

作業所長を｢総括防火管理者｣とし作業員が一丸となって火災予防に努めます。

発火性の高い塗料等の可燃物は、原則持ち帰るようにします。

火気使用箇所には消火器を準備し、また作業所内の随所に消火器、バケツ等を配置し

ます。

　　　　Ⅱ－５　火災予防　別図－４


・敷地内全面禁煙とします。(加熱式タバコ、電子タバコ含む)

　Ⅱ－６　仮設足場
　　　　建築工事に於いては足場上の作業(高所作業)が大半を占めるため、転落、落下、転倒

　　　　等の災害防止のため十分な配慮、検討が必要です。着工前に｢仮設足場計画書｣を労

　　　　働基準監督署に提出しその指示のもとで作業にかかります。

　　　　足場組立に当たっては、組立地盤の支持力等を十分検討し、敷鉄板、敷板等の措置を

　　　　講じます。

　　　　電線等の空中障害物の確認も合わせて行い、保護管等の養生を施します。組立、解体作業は｢足場組立作業主任者｣の指示のもとで行い、組立解体中はもとより転落、足場の転倒、崩壊の無いよう施工します。

　　　　足場設置期間中は、毎日の始業時点検及び、随時パトロールを行い諸災害の防止を図

　　　　ります。

　　　　また、作業段取りの変更等で足場を一時撤去又は変更する場合は作業員全員に周知徹

　　　　底させ｢うっかり事故｣を防止すると共に、命綱等の完全装備で安全作業に努めます。

　Ⅱ－７　夜間警戒
　　　　火災、盗難時の災害から工作物を守るため監督員及び学校と十分協議し、工事着手か

　　　　ら完成引渡しまでの間、必要と認めた時パトロール等の措置を講じます。
　Ⅱ－８　行政情報流出防止対策

　　　　「行政情報流出防止対策に係る取扱手順」（倉敷市建設局）に基づき、本業務の履行に関するすべての行政情報について適切な流出防止対策を実施します。
現場事務所





関係者以外の　


立入禁止の看板


一時停止と確認
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